
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 卒業生代表答辞では、板垣志摩さんが、「人数が少

なく大変なこともあったが、その分一人一人が責任感

を持ち行動することができた」と振り返り、鵬雲祭を

通して団結することの大切さを学んだエピソードを

語ってくれました。また、高校生活、寮生活を通して

感じた地域の方、家族、先生、後輩への感謝の気持ち

を述べました。最後は在校生に向けて、「様々な人と

の関わりが自分を成長させてくれるので、相手を思い

やる気持ちを大切にして、有意義な学校生活を送って

ほしい」とエールを送りました。 

卒業式が終わった後も、１・２年生が廊下にあふれ、

お世話になった先輩方にお礼の気持ちを伝えていま

した。式の前日に行われた『３年生を送る会』でも、

３年生が頼りにされ、慕われていた様子が端々に感じ

られました。本校の学年を超えてのつながりの強さや

仲の良さを改めて感じました。 

３月１日、第６８期生４６名の卒業証書授与式を行いました。

まずは、担任が一人一人の名前を読み上げ、卒業生は力強く返事

をしました。そして、校長から卒業生一人一人に卒業証書が授与

されました。 

 校長式辞では、「地球環境、生活環境など様々な変化の波が押

し寄せている今、アンテナを張って必要な情報を集め、どこにい

ても必要とされる人でいてほしい」とエールが送られました。ま

た、当たり前の一日を繰り返すことの大変さや、当たり前の一日

を過ごすことができた背景には、家族の愛情があったからこそ

だと伝えられました。最後に、「ふるさとがあるからこそ外の世

界に羽ばたくことができます。」と締めくくられました。  

その後、ＰＴＡ会長の田部宏幸様、飯南町長の山碕英樹様から

祝辞として温かい激励の言葉をいただきました。 

 在校生代表送辞は生徒会長の岡野蓮さんが務めました。「鵬雲

祭での３年生の団結力の強さ、思いもつかないような発想、目標

に向かって進んでいく力のすごさに圧倒され、飯南高校生の模

範となって導いてくれたことを実感した」と語ってくれました。

３年生の作ってきた良き伝統を受け継いで、よりよい飯南高校

を作っていくと決意も述べました。 

平成２９年度 卒業証書授与式 

卒業 おめでとうございます！ 



松江のジョブカフェしまねから講師をお招きし、就

職ガイダンスを行いました。このガイダンスは、職業

観・勤労観を高めることを目的に開催しています。 

 前半は、様々なグループワークを行い、働く目的や

求められる人物像を考えました。班別のコミュニケー

ションゲームを通して、インターンシップでも感じて

いたコミュニケーション能力、「伝える力」と「受け取

る力」双方の必要性を実感しました。 

後半は、「私マップ作り」を通して自己理解を深め、

具体的な理由を交えて相手に納得してもらいながら

ＰＲする方法を学びました。模擬面接では、面接官役

にもなり、友達の姿から良いところや改善点を客観的

に見つめ、自分を振り返って考えることができたよう

です。 

その後、卒業生代

表として小野田太陽

さんが、「充実した３

年間を過ごすことが

できたのはたくさん

の方々の支えがあっ

たか らです。この学校で学び、経験してきたことを活

かして社会の一員として活躍できるように努力して

いきます。」と力強く決意を表明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この教室は、食に対する知識と経験を深めることを

目的として開催しています。毎年飯南町食生活改善推

進員の方々に協力していただき、今年で２４回目にな

ります。 

メニューの中には、「舞茸のサラダ寿司」「ワニ（サ

メ）のフライ」などの伝統食・地域の食材も取り入れ

られています。また、身近な調理器具を使い、一人暮

らしに応用できる献立となっています。 

調理中は、推進員さんから調理のコツや工夫を丁寧

に教えていただき、異世代とのコミュニケーションを

通して楽しみながら完成させるこ 

とができました。野菜が豊富で彩 

りも良いメニューに、生徒たちは 

お腹いっぱい食事を楽しみました。 

将来来るかもしれない自炊生活 

に備えて、今日の経験を忘れず、 

家庭でも挑戦してみてほしいと思 

います。 

卒業証書授与式前日に、鵬雲会（卒業生会）入会式

を行いました。第６８期生として４６名が新たに鵬

雲会会員として入会しました。 

小野覺会長から歓迎の挨拶を 

いただき、卒業記念品の証書ホ 

ルダーなどが贈呈されました。 

生徒からは、「これから試験を受けるまでの自分

の課題を見つけ出すことができた。この課題を克

服できるように頑張りたい。」「将来に向かって頑

張らないといけない時期に入ってきていると感じ

た。」「自分を知る、見つめ直すとてもいい時間だっ

た。」などの感想がありました。 

もうすぐ最高学年を迎える２年生ですが、早くか

ら意識し、必要な能力を伸ばそうとすることで、学

校生活がさらに充実したものになってくると思い

ます。この気持ちを忘れず、自分の進路実現に向け

て進んでいってほしいと思います。 

３年生は、１月３１日の出校日を活用し、人権・

同和教育講演会を行いました。１年生の時から学期

に１回ずつ人権週間を設け、様々な人権問題につい

て学んだり考えたりし、人権意識を高めてきました。   

今回はその集大成として、三浦成人さんを講師に

お迎えし、進学・就職を控えている３年生に向けて

お話しいただきました。三浦さんは、様々な人との

出会いを通して差別に向き合えるようになり、講演

を行うように至った道のりをご自身の体験をもとに

伝えてくださいました。自分のことをわかってもら

う、人のことをわかる、ということは簡単なことで

はないが、「誰かのために」という思いは、とても大

きな壁を乗り越える力があるということを実感した

とおっしゃいました。その熱い思いを込めたお話を、

生徒たちは真っすぐ前を見て、真剣に聞いていまし

た。それぞれがしっかりと受け止め、前に進んでく

れるだろうと思います。 

１・２年生に向けては、２月５日～９日を人権週

間とし、人権だより『つながり』を発行しました。

事前に１・２年生に行った 

アンケートで関心の高 

かった人権問題につい 

て取り上げ、今社会に 

存在している差別を知 

り、どんな生き方をし 

ていけばいいのか考え 

を深めました。 

６日には「自己・他者を見つめる」（１年生）、「同

和問題の歴史から学ぶ～教科書無償化運動～」（２年

生）を主題に、人権・同和教育ＬＨＲを行いました。 

１年生は、友達の長所を考え、どんな姿からそう

感じているのかを伝え合いました。このグループワ

ークは、人間関係を深めるきっかけにもなり、自分

を肯定的に捉えることに繋がったようです。 

２年生は、教科書無償配布に至った背景や人々の

動きを知り、気持ちの変化を考えました。「学校に通

わせたい・通いたい」という保護者や子どもの当たり

前の願いを実現させるために、人々がどれほどの努

力をしてきたのかを知り、自身を振り返って考える

ことができました。この授業を通して、自分が持って

いる権利をきちんと知る必要性や、権利が侵害され

ていたら声を上げること、団結することの大切さも

学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このＬＨＲを通して、１年生は「友達が自分のこと

をしっかりと見てくれていることがわかり、自分も

しっかりと友達の良いところに目を向けていきたい

と思った。」「自分の短所を否定するだけではなく、長

所と捉え活かすことや、マイナス面もプラス思考で

考えるようにしていきたい。」「普段は思っているけ

れど言葉に出さないようなことを言葉にして伝えら

れる良い機会だった。」、２年生は「普段の当たり前

を、流さずにもう少し考えてみることが必要だと思

った。」「今を“当たり前”と思わず、感謝して生活し

ていきたい。」などの感想を持っていました。 

今後も、学校生活や人権週間を通して、学び合い、

認め合う集団作りをしていきたいと思います。 



募金活動を行いました 

 ２月に台湾東部沖で地震が起こりました。本校は毎

年台湾の楊梅高校と交流していることもあり、ＪＲＣ

部は昼休みの時間を使って一 

週間募金活動を行いました。 

集まった義援金は、行政を通 

して被災地へ届けてもらおう 

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾３月号 平成３０年３月１８日発行     島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

別木汰喜さん（２年）が、今

までの大会成績を認められ、３

月２２日～２５日に福岡県久

留米市で開催される全国高等

学校選抜自転車競技大会（トラ

ック競技・ケイリン）への出場

権を獲得しました。 

健闘を祈ります！ 

３月３０日（金）朝閉寮（～４月６日夕方） 

４月 ９日（月）始業式 

１０日（火）入学式 入寮式 

１１日（水）新入生オリエンテーション 

１２日（木）学習ガイダンス 

第６７回全国高等学校スキー大会（場所：岐阜県） 

【男子クロスカントリー フリー  ／クラシカル】 

河野 一希（２年） １３７位 ／ － 

加治 賢悟（２年） １７１位 ／１６３位 

吉中  卓（１年） １７５位 ／１７４位 

 

【男子アルペン 回転】 

  景山 瑛太（３年） ８２位 

 

【男子アルペン 大回転】 

  景山 瑛太（３年）・小玉 千陽（２年）出場 

第７３回国民体育大会冬季大会スキー競技会（場所：新潟県） 

 【男子クロスカントリー クラシカル】 

河野 一希（２年）  ９８位 

【男子アルペン 大回転】 

小玉 千陽（２年） １２９位 

第３０回全国高等学校選抜スキー大会（場所：長野県） 

 【男子クロスカントリ― フリー ／クラシカル】 

河野 一希（２年） ６６位 ／１４８位 

 

【男子スプリント フリー】 

  河野 一希（２年） 出場 

 今年も、赤名短歌会合同歌集『ふ

じつる』第十二集に、３年生が作っ

た短歌を掲載していただきました。

卒業を間近に控えた生徒が、高校生

活での思い出や、新しい生活に向け

ての心情などを綴っています。 

 短い歌の中に、“今”だからこそ生

まれた表現が詰まっています。 

 ２月下旬、学校関係者評価委員会を開催し、今

年度の学校評価を終えました。今後本校ホーム

ページに結果を掲載しますので、ご覧ください。 

 平成３０年度から飯南高校ホームペー

ジが新しくなる予定です。 

 【見やすい】【わかりやすい】ホームペー

ジで、高校の魅力を発信していきたいと思

います。お楽しみに！ 


